
枚方市に残る戦争当時の禁野火薬庫跡の土塁。火薬の爆発の被害を他に広げないためのもの。（12ページ「まちを歩く」） 
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京阪電車光善寺駅からバ

スに乗り、小高い丘をめざ

すと、広々と整備された香

里団地がある。この団地の

妙見山配水池に、高い煙突

があらわれる。19.9メー

トルもあるこの煙突は、旧

陸軍香里製造所の跡である。 

香里製造所は、京都の宇

治火薬製造所から運ばれて

きた湿った火薬をスチーム熱で乾燥させる工場で、一時は日本一の火薬工

場になったという。このあたりには、戦争当時、枚方製造所もあり、その

火薬を貯蔵する禁野火薬庫がおかれて、火薬を輸送する軍用鉄道の引き込

み線がつくられるなど、一大火薬工場地帯であった。 

1939（昭和14）年3月1日に禁野火薬庫が大爆発をおこし、死者94名、

負傷者602人の大惨事になった（陸軍資料）。枚方市は、この3月1日を「枚

方市平和の日」と定めている。 

香里製造所は戦後に閉鎖されたが、朝鮮戦争の特需で再び火薬製造が復

活されようとした。これに対して市民が反対運動を行い、市議会でも「火

薬製造反対決議」がなされるに至った。これにより火薬工場は断念され、

その跡地がニュータウン香里団地に生まれ変わった。 

1982（昭和57）年に、枚方市は府内の自治体に先がけ「非核平和都

市宣言」を行い、1984（昭和59）年に、「不戦と平和」のシンボルと

して香里製造所の煙突を保存することにした。また、市内には、香里製造

所跡を示す「陸軍用地」の石柱（香里ヶ丘2丁目）、禁野火薬庫跡の土塁（上

野2丁目、中宮第4団地、表紙写真）、軍用鉄道をふりかえる中宮平和ロー

ド（中宮本町から中宮西之町）などがある。 

今も残る高い煙突は、戦争に突き進む人間の姿とそれによる大きな犠牲

を見てきた。また、再び戦争に協力しようとしたことを阻止した人間の姿

も見てきた。そして、今も人間を上からにらみつけている。煙突の下には

「煙突に寄せて平和を誓う」とのプレートがあり、「あらためて平和のモ

ニュメントとして守り続ける」と結ばれている。（香里ヶ丘8丁目、京阪

バス「八丁目北」前） 
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「外から見えない」発達障害への理解と社会的支援を 
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大阪府発達障害者支援センター長 
アクトおおさか 

障害がある人とともに 

矢野紙器株式会社代表取締役 

や の たかし 

矢野　孝さん 

　障害があることで、その人の可能性が狭められたり、自己決定が阻まれたりすること
があります。インタビューを通して、障害を多様な個性のひとつとして受けいれ、ともに
暮らしていくために、私たちに何が必要なのかを考えます。 

　障害は、その人にあるのではなく、その周りの人や社会のあり方にこそあるのだと痛感しました。障害を個性と

して認め、ともに働いたり、暮らしたりする、その人自身として見ていくこと、それが私たちに必要なのではない

でしょうか。 

にい  ざわ  の ぶ  

新澤 伸子さん 
こ  
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発達障害の理解とサポート 

用 語 解 説 説 用 語 解 

小田 浩伸さん 
（大阪大谷大学 
  教育福祉学部准教授） 

お だ ひろ のぶ 

国及び 
地方公共団体 
（職員数48人以上） 

区　分 

率（%） 2.1 2.0 2.1 1.8

民間企業 

（労働者数56人以上） 

特殊法人及び
独立行政法人 
（労働者数48人以上） 

都道府県等の
教育委員会等 
（職員数50人以上） 

高機能広汎性発達障害（HFPDD） 

知的発達の遅れ 

IQ70以上 



2007.6  No.21

4 5

発達障害の理解とサポート 

用 語 解 説 説 用 語 解 

小田 浩伸さん 
（大阪大谷大学 
  教育福祉学部准教授） 

お だ ひろ のぶ 

国及び 
地方公共団体 
（職員数48人以上） 

区　分 

率（%） 2.1 2.0 2.1 1.8

民間企業 

（労働者数56人以上） 

特殊法人及び
独立行政法人 
（労働者数48人以上） 

都道府県等の
教育委員会等 
（職員数50人以上） 

高機能広汎性発達障害（HFPDD） 

知的発達の遅れ 

IQ70以上 



N P O ・草の根活動  

6 7

2007.6  No.21

外国人女性のエンパワメントをめざす 
「くろーばー」 

交野市ボランティアグループ 
高齢者支援「おりひめ」 

N P O ・草の根活動  
竹川英幸さん 
（大阪中国帰国者センター理事長） 

 

壮絶な半生を乗り越え、 
帰国者支援に情熱を注ぐ 
壮絶な半生を乗り越え、 
帰国者支援に情熱を注ぐ 

 

 
 

くろーばーは2003年5月に設立した在住外国人女性のため

の相談機関です。2001年に配偶者からの暴力の防止及び被

害者の保護に関する法律が施行され、DV（ドメスティック・バイ

オレンス）への社会的関心が高まりましたが、外国人被害者へ

の支援体制は不十分でした。大阪にも当時、外国人と女性の両

方に専門性を持つ団体がなかったことが設立のきっかけとなり

ました。DVというと、殴る蹴るといった身体的暴力のイメージ

が強いかもしれませんが、性的暴力や精神的暴力、経済的暴力

なども多いうえに、「文化的暴力」「在留資格を利用した暴力」

など外国人特有の暴力もあります。「お前は俺が金で買ったんや」

「○○人のくせに」などと傷つけられる言葉を受けたり、在留資

格の取得に協力してくれなかったりさまざまな方法でコントロー

ルされ、力を奪われている女性たちがたくさんいること、そして

言葉の壁やさまざまな不安から支援につながりにくいことが相

談から見えてきました。 

現在、活動の中心は相談事業です。5言語で対応するホットラ

インにはDV以外にも、離婚、在留資格、婚外子、子育てなどさま

ざまな相談が寄せられます。内容に応じて、アドバイス、面談、専

門家紹介などをしています。 

相談には通訳・翻訳が不可欠で外国人女性当事者を含む20

名程度の通訳者が活躍しています。ホットラインの通訳だけで

はなく、外国人当事者や行政機関などからの依頼に応じて、法律

事務所、行政、相談機関、裁判所、病院等への通訳派遣や、相談

機関や施設の案内の多言語化などを行っています。法律、福祉

の背景知識、人権感覚や対人援助者の資質が必要な分野の通

訳ですが、その専門性に適切な対価が支払われていないのが現

状です。 

昨年は「大阪府草の根人権活動奨励賞」をいただきました。

財政、安全、人材確保など課題も山積みですが、相談者たちが安

全と尊厳を取り戻していく姿から力をもらいながら今後も活動

を続けていきます。皆様ご協力お願いいたします。 

連絡先：くろーばー　事務局長　尾上皓美 

T E L：06-6577-9680 

F A X：06-6577-9681　 

メール：clover@npgo.jp　　 

　 

 

ひと 

「おりひめ」は、交野市倉治地区の高齢者の皆さんが、いつま

でも自分のことが自分で出来るようにと取り組んでいる自主グルー

プのお手伝いをしています。1991（平成3）年に産声を上げた

この活動も、1997（平成9）年「大阪府知事表彰」、2006（平

成18）年「大阪府草の根人権活動奨励賞」をいただきました。 

これまでは、理学療法士や保健師の指示を頂き活動していま

したが、2006年度より自主運営となり当座は不安でいっぱい

でしたが、案ずるより生むが易しとはこのことでしょう。メンバー

のＫさんがリーダーを引き受けてくださり、ほのぼのとした笑い

に包まれた2時間を皆さんと楽しんでいます。 

昔からよく「遠くの親戚より近くの他人」といわれますように、

いざという時は近所の人でないと頼りにはなりません。近所付

き合いを大切にという戒めかと思います。 

いままで私たちは、経験したことのない高齢化社会を迎えた

といわれておりますが、だからこそお互いの体験や価値観の違

いを越えて、共有していく知恵を探していかなければならない

のではと思います。 

日本の家族様式であった、お年寄りを家族で扶養という意識

も社会的扶養へと変化して参りました昨今、生産性を伴わない

ことに肩身の狭い思いをされることのないよう自ら誇りを持ち

社会参加を活発にし、心を開いて下さる場になれば、こんな嬉し

いことはありません。 

毎週水曜日午後2時間という短い時間ですが、ボランティアが

それぞれの特技を生かして、手工芸、懐かしい歌、歌体操、お手玉、

ボール遊びとバラエティ豊かに楽しんでおります。 

75才から95才までの皆さんが話してくださる体験談やお人

柄を知ることは、これからの私たちの生きていく何よりの道標

であり勉強の場です。 

戦前戦後の厳しい時代を必死で頑張り、経済成長の礎となら

れた皆さんが、心豊かな老後を過ごされますよう願わずにはい

られません。 

全国モデルにもなった支援策の数々 
大阪中国帰国者センターの理事長として、これまでに2

千人をゆうに越える中国残留孤児とその家族を支援して

きた竹川英幸さん。20歳以上の子どもをはじめ、国費の

対象外である帰国者の受け入れや帰国後1年間の生活保護、

府営住宅への優先入居など画期的な支援策を次々と実現

させ、全国的なモデルとなった。個人的に帰国者支援を

始めた1976（昭和51）年当時、まだ行政にも帰国者支

援の担当窓口はなかった。そんな状況のなか、古本や不

用品バザーなどで１千万円を集め、日本で初めて民間の

センターを立ち上げたのである。その並外れた情熱と行

動力の背景には、竹川さん自身の残留孤児としての壮絶

な人生がある。　　 

 

戸籍のない祖国で味わった絶望 
4歳だった1937（昭和12）年、両親とともに満州へ。

終戦で日本へ引き揚げる途中に襲われ、頭を殴られ気を失っ

てしまう。父親は出征しており、幼い弟妹5人を抱えた母

親は呼びかけに反応しない竹川さんを置いていくしかなかっ

た。通りかかった韓国人夫妻に助けられてソウルで育つが、

朝鮮戦争の空襲で養父母は死亡。17歳になった竹川さん

は韓国軍に招集され、手榴弾攻撃を受けるなど幾度も死

と直面しながら生き延びた。 

1958（昭和33）年、25歳で除隊し日本へ。「一時

帰国のつもりだったのですが、アクシデントで帰りの船

に間に合わず、そのまま日本に住むことになりました」。

しかし戸籍のない竹川さんには肉体労働しかなかった。

仕事ぶりを認められ、正社員にと誘われても身上書が書

けない。言葉のなまりから長野県が出身地らしいとわかり、

長野県内の飯場を渡り歩きながら肉親を探したがわから

ない。絶望して2度、自殺を図った。 

さまざまな苦難を乗り越えながら結婚、3人の子どもに

恵まれた。水道工事の仕事が軌道に乗り、はた目には充

実した生活だったが、戸籍のないことが心に重くのしかかっ

ていた。 

 

42歳で戸籍を取り戻し、帰国者支援を始める 
そんな時、残留孤児の肉親捜しに取り組む長野県の長

岳寺住職、山本慈昭さんを知る。連絡をとって1ヵ月後に

は両親が判明、3人の弟妹とともに両親も健在であること

がわかった。再会の前日、祝いの席で「自分ほど大変な

人生を送った人間はいない」と話した竹川さんを住職は「ば

か者！」と一喝した。「確かにおまえは大変な思いをし

たが、5歳までは親きょうだいと暮らし、明日は再会を果

たせる。しかし生まれた直後に置き去りにされ、今なお

日本に帰れない人がたくさんいる。自分だけが大変だと

思うな」。住職はせつせつと説き、「だからこそ、今度

はおまえがみんなの力になってくれないか」と語りかけた。 

「それまで自分のことしか考えてこなかったけれど、ハッ

と目が覚めました」と竹川さんは微笑む。42歳で肉親と

再会を果たし、戸籍を取り戻した後は、借金を背負いな

がら帰国者支援に力を注いだ。中国での小学校建設にも

取り組み、6校が開校した。「終戦の混乱期に敵国だった

日本の子どもを育ててくれた養父母たちへの恩返しです」

と話す。そして「中国の養父母への感謝と、帰国者の

55%は親が見つからないまま悪戦苦闘している現実とを

日本社会は忘れないでほしい」としめくくった。 

 

たけ　　　かわ　　　ひで　　　ゆき 

中国語、韓国・朝鮮語、フィリピノ語、英語、日本語 
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ルされ、力を奪われている女性たちがたくさんいること、そして

言葉の壁やさまざまな不安から支援につながりにくいことが相

談から見えてきました。 

現在、活動の中心は相談事業です。5言語で対応するホットラ

インにはDV以外にも、離婚、在留資格、婚外子、子育てなどさま

ざまな相談が寄せられます。内容に応じて、アドバイス、面談、専

門家紹介などをしています。 

相談には通訳・翻訳が不可欠で外国人女性当事者を含む20

名程度の通訳者が活躍しています。ホットラインの通訳だけで

はなく、外国人当事者や行政機関などからの依頼に応じて、法律

事務所、行政、相談機関、裁判所、病院等への通訳派遣や、相談

機関や施設の案内の多言語化などを行っています。法律、福祉

の背景知識、人権感覚や対人援助者の資質が必要な分野の通

訳ですが、その専門性に適切な対価が支払われていないのが現

状です。 

昨年は「大阪府草の根人権活動奨励賞」をいただきました。

財政、安全、人材確保など課題も山積みですが、相談者たちが安

全と尊厳を取り戻していく姿から力をもらいながら今後も活動

を続けていきます。皆様ご協力お願いいたします。 

連絡先：くろーばー　事務局長　尾上皓美 

T E L：06-6577-9680 

F A X：06-6577-9681　 

メール：clover@npgo.jp　　 

　 

 

ひと 

「おりひめ」は、交野市倉治地区の高齢者の皆さんが、いつま

でも自分のことが自分で出来るようにと取り組んでいる自主グルー

プのお手伝いをしています。1991（平成3）年に産声を上げた

この活動も、1997（平成9）年「大阪府知事表彰」、2006（平

成18）年「大阪府草の根人権活動奨励賞」をいただきました。 

これまでは、理学療法士や保健師の指示を頂き活動していま

したが、2006年度より自主運営となり当座は不安でいっぱい

でしたが、案ずるより生むが易しとはこのことでしょう。メンバー

のＫさんがリーダーを引き受けてくださり、ほのぼのとした笑い

に包まれた2時間を皆さんと楽しんでいます。 

昔からよく「遠くの親戚より近くの他人」といわれますように、

いざという時は近所の人でないと頼りにはなりません。近所付

き合いを大切にという戒めかと思います。 

いままで私たちは、経験したことのない高齢化社会を迎えた

といわれておりますが、だからこそお互いの体験や価値観の違

いを越えて、共有していく知恵を探していかなければならない

のではと思います。 

日本の家族様式であった、お年寄りを家族で扶養という意識

も社会的扶養へと変化して参りました昨今、生産性を伴わない

ことに肩身の狭い思いをされることのないよう自ら誇りを持ち

社会参加を活発にし、心を開いて下さる場になれば、こんな嬉し

いことはありません。 

毎週水曜日午後2時間という短い時間ですが、ボランティアが

それぞれの特技を生かして、手工芸、懐かしい歌、歌体操、お手玉、

ボール遊びとバラエティ豊かに楽しんでおります。 

75才から95才までの皆さんが話してくださる体験談やお人

柄を知ることは、これからの私たちの生きていく何よりの道標

であり勉強の場です。 

戦前戦後の厳しい時代を必死で頑張り、経済成長の礎となら

れた皆さんが、心豊かな老後を過ごされますよう願わずにはい

られません。 

全国モデルにもなった支援策の数々 
大阪中国帰国者センターの理事長として、これまでに2

千人をゆうに越える中国残留孤児とその家族を支援して

きた竹川英幸さん。20歳以上の子どもをはじめ、国費の

対象外である帰国者の受け入れや帰国後1年間の生活保護、

府営住宅への優先入居など画期的な支援策を次々と実現

させ、全国的なモデルとなった。個人的に帰国者支援を

始めた1976（昭和51）年当時、まだ行政にも帰国者支

援の担当窓口はなかった。そんな状況のなか、古本や不

用品バザーなどで１千万円を集め、日本で初めて民間の

センターを立ち上げたのである。その並外れた情熱と行

動力の背景には、竹川さん自身の残留孤児としての壮絶

な人生がある。　　 

 

戸籍のない祖国で味わった絶望 
4歳だった1937（昭和12）年、両親とともに満州へ。

終戦で日本へ引き揚げる途中に襲われ、頭を殴られ気を失っ

てしまう。父親は出征しており、幼い弟妹5人を抱えた母

親は呼びかけに反応しない竹川さんを置いていくしかなかっ

た。通りかかった韓国人夫妻に助けられてソウルで育つが、

朝鮮戦争の空襲で養父母は死亡。17歳になった竹川さん

は韓国軍に招集され、手榴弾攻撃を受けるなど幾度も死

と直面しながら生き延びた。 

1958（昭和33）年、25歳で除隊し日本へ。「一時

帰国のつもりだったのですが、アクシデントで帰りの船

に間に合わず、そのまま日本に住むことになりました」。

しかし戸籍のない竹川さんには肉体労働しかなかった。

仕事ぶりを認められ、正社員にと誘われても身上書が書

けない。言葉のなまりから長野県が出身地らしいとわかり、

長野県内の飯場を渡り歩きながら肉親を探したがわから

ない。絶望して2度、自殺を図った。 

さまざまな苦難を乗り越えながら結婚、3人の子どもに

恵まれた。水道工事の仕事が軌道に乗り、はた目には充

実した生活だったが、戸籍のないことが心に重くのしかかっ

ていた。 

 

42歳で戸籍を取り戻し、帰国者支援を始める 
そんな時、残留孤児の肉親捜しに取り組む長野県の長

岳寺住職、山本慈昭さんを知る。連絡をとって1ヵ月後に

は両親が判明、3人の弟妹とともに両親も健在であること

がわかった。再会の前日、祝いの席で「自分ほど大変な

人生を送った人間はいない」と話した竹川さんを住職は「ば

か者！」と一喝した。「確かにおまえは大変な思いをし

たが、5歳までは親きょうだいと暮らし、明日は再会を果

たせる。しかし生まれた直後に置き去りにされ、今なお

日本に帰れない人がたくさんいる。自分だけが大変だと

思うな」。住職はせつせつと説き、「だからこそ、今度

はおまえがみんなの力になってくれないか」と語りかけた。 

「それまで自分のことしか考えてこなかったけれど、ハッ

と目が覚めました」と竹川さんは微笑む。42歳で肉親と

再会を果たし、戸籍を取り戻した後は、借金を背負いな

がら帰国者支援に力を注いだ。中国での小学校建設にも

取り組み、6校が開校した。「終戦の混乱期に敵国だった

日本の子どもを育ててくれた養父母たちへの恩返しです」

と話す。そして「中国の養父母への感謝と、帰国者の

55%は親が見つからないまま悪戦苦闘している現実とを

日本社会は忘れないでほしい」としめくくった。 

 

たけ　　　かわ　　　ひで　　　ゆき 

中国語、韓国・朝鮮語、フィリピノ語、英語、日本語 
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相談 相談 相談 

対応 対応 対応 

人権相談の現場から  人権相談の現場から  人権相談の現場から  

相談 相談 相談 

対応 対応 対応 

私たちは力を持っている 

・大阪府障害者自立相談支援センター 
TEL 06－6692－5261（地域支援課） 
TEL 06－6692－5262（身体障害者支援課） 
TEL 06－6692－5263（知的障害者支援課） 
TEL 06－6692－5264（手帳発行） 
FAX 06－6692－3981・5340  
・大阪府こころの健康総合センター 
TEL 06－6607－8814（相談専用） 
FAX 06－6691－2814 
※大阪市にお住まいのかたは、大阪市こころの健康センターの  
「こころの悩み電話相談」がご利用になれます。 
　TEL 06－6636－7867 

※堺市にお住まいのかたは、堺市こころの健康センターの 
　「こころの電話相談」がご利用になれます。 
　TEL 072－258－6410 
・障害者110番（大阪府障害者社会参加促進センター事務局） 
TEL 06－6774－0110 
FAX 06－6775－9116  
・ヒューマインド（大阪府福祉人権推進センター）内 
　障害者権利擁護支援センター 
TEL 06－6561－4666 
FAX 06－6561－5080

人権尊重スキルを磨く
「会議のファシリテー
ション講座」① 

お近くの福祉事務所・保健所・保健センターでも相談できま
すので、お問い合わせ下さい。 
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「人権啓発人権啓発ファシリテーター・ 
チャレンジ講座講座」受講者募集受講者募集 

第26回 
「人権啓発詩人権啓発詩・読書感想文読書感想文」募集 
人権問題を“自らの課題”として考えていただくきっかけとする
ために、詩と読書感想文を募集します。あなたの思いや気持ちを
作品にしてみませんか。ご応募をお待ちしています。 
 

府内の小・中学（部）生 
人権の尊さやお互いの人権を守ること、差別のない明
るい社会を築くことの大切さ、平和の大切さを訴える
ことなど。 
9月30日（日）必着 
（財）大阪府人権協会人権啓発部 
TEL 06-6568-2983　　FAX 06-6568-2985

昨年度の表彰式のようす（内場勝則さん、未知やすえさん、神戸モンキーズ） 
とき　2007年2月17日（土）・ところ　府立上方演芸資料館 

「人権啓発ファシリテーター・ 
チャレンジ講座」受講者募集 

第26回 
「人権啓発詩・読書感想文」募集 

大
阪
府
で
は
… 
 

大
阪
府
で
は
… 
 

　さまざまな人権問題をテーマに、ホットで身近な話題をわかりやすく語りかけるラジオ番組です。毎日放送ラジオ（AM1179ｋ
Hz）の朝の情報番組「はやみみラジオ！水野晶子です」の中で放送しています。 
2008年3月まで毎月第1金曜日の午前7時20分頃（約10分間） 
　提供：大阪府、大阪市、堺市 
〈問合せ〉大阪府政策企画部人権室　人権教育・啓発グループ 
  TEL 06－6941－0351（内線2309）　FAX 06－6944－6616

第1章　多様性の人権学習 
　　　　多様性を尊重する人権教育／多様性を学ぶための場づくり／ 
　　　　感情とエンパワメント／自己開示とカミングアウト 
第2章　多様性の学習プログラム 
　　　　1私たちの多様性／2多様性と人権課題／3多様性を読み解く視点や概念／資料  
Ａ4版　92ページ  
冊子は無料ですが、送料のみご負担ください。 

財団法人 大阪府人権協会　人権啓発部 
TEL.06－6568－2983　　FAX.06－6568－2985

■人権教育啓発ドラマ   アイム ヒア 僕はここにいる 
　　　僕のあゆみ～発達障害とともに～ 
 ねらい 

　知的には遅れはないものの、発達がアンバランスなために学校や社会の中で生きにく
さを感じ、苦しんでいる“発達障害”の人たちのことを理解するとともに、どのような支援
が必要であるかをまなび、すべての人の人権が尊重される社会の実現について考える
きっかけとなるよう製作したドラマです。 
あらすじ 
　バイク好きの優希は、父と母との３人暮らし。仕事で遅刻したり、忘れ物をしたりの失敗
ばかりで、孤立してしまう。小学校時代からそのようなことで、いじめにあったりしてきた。病院で診断を受けた優希は、「広汎性発達
障害」であることを知る。職場では言い出せず、結局辞めてしまう。 
　母とともに障害者就業・生活支援センターを訪れた優希は、その作業所でいきいきと働く個性的で魅力的な障害がある人たち
と出会い、「他の人と違っていてもいいんだ」と自信を取り戻していく。 
　優希は、自分に適したバイクの修理販売会社に採用される。そこでは、優希を迎えるさまざまな工夫がされ、働く仲間もあたたかく
支えてくれた。そして優希は、ツーリングのイベント企画を担当することになる。 
　■原作：ストーリー公募作品　■監督：神谷操一　■キャスト：杉浦太陽　こだま愛　九十九一　八木小織　増田未亜 
　■出演協力：大阪府民の皆さん（公募） 
　人権教育啓発ドラマのビデオは、大阪府視聴覚ライブラリー（大阪府立中央図書館内：06-6745-0170〈代表〉）で団体貸出しを
行なっています。ぜひご活用ください。 

■ラジオ番組「人権レーダー」のご案内 

■人権学習シリーズvol.4『ちがいのとびら－多様性と受容－』を配付します 

■「人権擁護士」の養成講座がスタート 

　大阪府では、人権相談・救済システムの構築に向けて、人権相談員の養成、人権相
談窓口の開設、人権相談ネットワークの形成を柱とする人権相談事業を実施してき
ました。 
　現在、すべての市町村に人権相談員及び人権相談窓口が設置され、285の人権
相談機関ネットワークが構築されるなど相談体制を整えています。 
　一方、子ども、女性、高齢者、障害者等に対する人権問題が多発し、内容も複雑化・
多様化しており、人権に関わる事象を早期に把握し解決を図っていく必要があります。 
　このため、市町村等の相談窓口等で業務に従事し、豊富な経験を持つ方などを対
象に、「人権擁護士」養成講座を6月から開始しており、来年2月までの9か月間行う
こととしております。 

人権をテーマに扱うファシリテーター（参加体験型学習の促進役）として、
大切な資質やスキル等を学ぶ講座です。この講座では、人権学習シリーズ
vol.4『ちがいのとびら―多様性と受容―』を使って、多様性を尊重する人権
学習の進め方を基礎から学び、ファシリテーターの実施に挑戦します。ぜひ
ご参加ください。  

2007年10月6日（土）10:00～17:00 
10月12・19・26日・11月2・9・16日（金） 19:00～21:15 
12月1日（土）10:00～17:00 
ドーンセンター（大阪府立女性総合センター）ほか 
①府内に在住、在勤、在学されている方 
②参加体験型学習の参加体験があり、ファシリテーターをやり
たいと思っている方 
③全日程の参加が可能な方　　30名程度 
無料 
北野真由美さん（えんぱわめんと堺／ＥＳ） 
栗本　敦子さん（Facilitator's LABO<えふらぼ>） 
森　　実　さん（大阪教育大学） 
梁　釀　一さん（大阪YMCA国際専門学校 
　　　　　　　　表現・コミュニケーション学科） 
（財）大阪府人権協会人権啓発部 
TEL 06-6568-2983　　FAX 06-6568-2985

〈問合せ〉大阪府政策企画部人権室　人権相談・擁護グループ 
  TEL 06－6941－0351（内線2392）　FAX 06－6944－6616
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Hz）の朝の情報番組「はやみみラジオ！水野晶子です」の中で放送しています。 
2008年3月まで毎月第1金曜日の午前7時20分頃（約10分間） 
　提供：大阪府、大阪市、堺市 
〈問合せ〉大阪府政策企画部人権室　人権教育・啓発グループ 
  TEL 06－6941－0351（内線2309）　FAX 06－6944－6616

第1章　多様性の人権学習 
　　　　多様性を尊重する人権教育／多様性を学ぶための場づくり／ 
　　　　感情とエンパワメント／自己開示とカミングアウト 
第2章　多様性の学習プログラム 
　　　　1私たちの多様性／2多様性と人権課題／3多様性を読み解く視点や概念／資料  
Ａ4版　92ページ  
冊子は無料ですが、送料のみご負担ください。 

財団法人 大阪府人権協会　人権啓発部 
TEL.06－6568－2983　　FAX.06－6568－2985

■人権教育啓発ドラマ   アイム ヒア 僕はここにいる 
　　　僕のあゆみ～発達障害とともに～ 
 ねらい 

　知的には遅れはないものの、発達がアンバランスなために学校や社会の中で生きにく
さを感じ、苦しんでいる“発達障害”の人たちのことを理解するとともに、どのような支援
が必要であるかをまなび、すべての人の人権が尊重される社会の実現について考える
きっかけとなるよう製作したドラマです。 
あらすじ 
　バイク好きの優希は、父と母との３人暮らし。仕事で遅刻したり、忘れ物をしたりの失敗
ばかりで、孤立してしまう。小学校時代からそのようなことで、いじめにあったりしてきた。病院で診断を受けた優希は、「広汎性発達
障害」であることを知る。職場では言い出せず、結局辞めてしまう。 
　母とともに障害者就業・生活支援センターを訪れた優希は、その作業所でいきいきと働く個性的で魅力的な障害がある人たち
と出会い、「他の人と違っていてもいいんだ」と自信を取り戻していく。 
　優希は、自分に適したバイクの修理販売会社に採用される。そこでは、優希を迎えるさまざまな工夫がされ、働く仲間もあたたかく
支えてくれた。そして優希は、ツーリングのイベント企画を担当することになる。 
　■原作：ストーリー公募作品　■監督：神谷操一　■キャスト：杉浦太陽　こだま愛　九十九一　八木小織　増田未亜 
　■出演協力：大阪府民の皆さん（公募） 
　人権教育啓発ドラマのビデオは、大阪府視聴覚ライブラリー（大阪府立中央図書館内：06-6745-0170〈代表〉）で団体貸出しを
行なっています。ぜひご活用ください。 

■ラジオ番組「人権レーダー」のご案内 

■人権学習シリーズvol.4『ちがいのとびら－多様性と受容－』を配付します 

■「人権擁護士」の養成講座がスタート 

　大阪府では、人権相談・救済システムの構築に向けて、人権相談員の養成、人権相
談窓口の開設、人権相談ネットワークの形成を柱とする人権相談事業を実施してき
ました。 
　現在、すべての市町村に人権相談員及び人権相談窓口が設置され、285の人権
相談機関ネットワークが構築されるなど相談体制を整えています。 
　一方、子ども、女性、高齢者、障害者等に対する人権問題が多発し、内容も複雑化・
多様化しており、人権に関わる事象を早期に把握し解決を図っていく必要があります。 
　このため、市町村等の相談窓口等で業務に従事し、豊富な経験を持つ方などを対
象に、「人権擁護士」養成講座を6月から開始しており、来年2月までの9か月間行う
こととしております。 

人権をテーマに扱うファシリテーター（参加体験型学習の促進役）として、
大切な資質やスキル等を学ぶ講座です。この講座では、人権学習シリーズ
vol.4『ちがいのとびら―多様性と受容―』を使って、多様性を尊重する人権
学習の進め方を基礎から学び、ファシリテーターの実施に挑戦します。ぜひ
ご参加ください。  

2007年10月6日（土）10:00～17:00 
10月12・19・26日・11月2・9・16日（金） 19:00～21:15 
12月1日（土）10:00～17:00 
ドーンセンター（大阪府立女性総合センター）ほか 
①府内に在住、在勤、在学されている方 
②参加体験型学習の参加体験があり、ファシリテーターをやり
たいと思っている方 
③全日程の参加が可能な方　　30名程度 
無料 
北野真由美さん（えんぱわめんと堺／ＥＳ） 
栗本　敦子さん（Facilitator's LABO<えふらぼ>） 
森　　実　さん（大阪教育大学） 
梁　釀　一さん（大阪YMCA国際専門学校 
　　　　　　　　表現・コミュニケーション学科） 
（財）大阪府人権協会人権啓発部 
TEL 06-6568-2983　　FAX 06-6568-2985

〈問合せ〉大阪府政策企画部人権室　人権相談・擁護グループ 
  TEL 06－6941－0351（内線2392）　FAX 06－6944－6616



枚方市に残る戦争当時の禁野火薬庫跡の土塁。火薬の爆発の被害を他に広げないためのもの。（12ページ「まちを歩く」） 
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まちを歩く まちを歩く まちを歩く まちを歩く 
第17回 

京阪電車光善寺駅からバ

スに乗り、小高い丘をめざ

すと、広々と整備された香

里団地がある。この団地の

妙見山配水池に、高い煙突

があらわれる。19.9メー

トルもあるこの煙突は、旧

陸軍香里製造所の跡である。 

香里製造所は、京都の宇

治火薬製造所から運ばれて

きた湿った火薬をスチーム熱で乾燥させる工場で、一時は日本一の火薬工

場になったという。このあたりには、戦争当時、枚方製造所もあり、その

火薬を貯蔵する禁野火薬庫がおかれて、火薬を輸送する軍用鉄道の引き込

み線がつくられるなど、一大火薬工場地帯であった。 

1939（昭和14）年3月1日に禁野火薬庫が大爆発をおこし、死者94名、

負傷者602人の大惨事になった（陸軍資料）。枚方市は、この3月1日を「枚

方市平和の日」と定めている。 

香里製造所は戦後に閉鎖されたが、朝鮮戦争の特需で再び火薬製造が復

活されようとした。これに対して市民が反対運動を行い、市議会でも「火

薬製造反対決議」がなされるに至った。これにより火薬工場は断念され、

その跡地がニュータウン香里団地に生まれ変わった。 

1982（昭和57）年に、枚方市は府内の自治体に先がけ「非核平和都

市宣言」を行い、1984（昭和59）年に、「不戦と平和」のシンボルと

して香里製造所の煙突を保存することにした。また、市内には、香里製造

所跡を示す「陸軍用地」の石柱（香里ヶ丘2丁目）、禁野火薬庫跡の土塁（上

野2丁目、中宮第4団地、表紙写真）、軍用鉄道をふりかえる中宮平和ロー

ド（中宮本町から中宮西之町）などがある。 

今も残る高い煙突は、戦争に突き進む人間の姿とそれによる大きな犠牲

を見てきた。また、再び戦争に協力しようとしたことを阻止した人間の姿

も見てきた。そして、今も人間を上からにらみつけている。煙突の下には

「煙突に寄せて平和を誓う」とのプレートがあり、「あらためて平和のモ

ニュメントとして守り続ける」と結ばれている。（香里ヶ丘8丁目、京阪

バス「八丁目北」前） 

 

 

人権尊重社会を実現するためには、さまざまな偏見や差別を受けている人の状況・気持ちを「想像」することと、豊かな人権文化
を「創造」することが必要です。この情報誌がこれらの「そうぞう」につながるように－－そんな思いが込められています。 
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特集 「障害がある人とともに」 
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松下電器体育館● 
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　アイス・ 
●スクエア 

税務大学校税務大学校 
大阪研修所●大阪研修所● 
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大阪研修所● 

●香里●香里ヶ丘支所丘支所 ●香里ヶ丘支所 
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